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技
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概
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澠
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變
化
雀
捷

洚

の

：
簿

ヴ4

艮

つ

？

れ

等

め_
袋

產

業

企

雾

家

龙

銀

務

家

；
が

狍

^
て

ゐ

た

機

歡

：代

ゎ̂
^

的
影
響
を
與
べ
る
こ
と
は
今
や
明
瞭
，な
事
實
と
な
：つ
で
現
は
：れ

)

て
'ゐ
各
0'
、

.

.

.

.

.

. 

. 

.
、

一
產
馨
化：

に
因
名
餘
產
技
術
め
：變
化
.に
就
い
そ
蜂
著
翁.は
先
づ
ガ
味
：
.沖

ィ

リ

.

.ッ'

.ビ
其
他
の「

鹿
業
ヒ
於
け
る
電
動
機
の
推
進

」 

食

疆

费

に

從

運4
鑛
[1
1
名
エ
乘
に.
.於
け
へ
る
電
化
：の
，四
段
措
を
次
會
の
如
べ
分
タ
文

^

:-
'
.
, ノ
 

笫

I
V期
は
產
業
：広
電
氣
を
施
用
1>
:や
.ぅ
：と
^
る
執
拗
：故

試

み

鐘

：へ
#
行
は
れ
紅
時
期
ー
で
ぁ
る
0
こ
の
時
明̂

に
電
氣
は
.、
他
の
方 

法
で
は
完
俅
基
れ
得
欢
い
が
彡
若
^
ぐ
は
數
證
困
難
を
生
ず
る
や
ぅ
な
仕
事
に
主
占
し

^

間
M

場
ft
の
運
搬
、
0起
11
_
:
:
:
;

鑛
山
用
土
レ
べ
：
}
ク
ポ
等
々
：釔
攻
取
し
た
。

,
v■'

第

1
1

期

は

主

占

し

で

企

業

：
の

姉

ヵ

：源

( 0

集

中

に

依

：
つ
：：：
て

特

徵

づ

：
げ

ち

れ

る

0

電
動
機
は
冶
金
學
校
入
込
ん^

康
延
1

-
|場
を
攻
驭
す
る
。 

纖
維
尤
業
及S

来
の
他
：の
部E

1

於
'

^

^

^

、
滿
^

め
電
動
機
务
儆
へ^ -

機

繁

採

用

也̂

れ
.
”

第
一
漏
は
-

遷

の

種

、々
« ;
:

る
：部
分
€ )

、
：或
は
毺「

^々 '

名
機
械
の_

爾

：の
；ゲ

ー

を

 

調
整
と
い
ふ
精
密
に
し
て
正 

璧

，過

程

に

電

氣

の

用

を_

張
し
た
；こ
と
：に
健
つ^

特
徵
づ
'
.げ
ら
れ
る
0

七
.

ハ：，h费
諧
達
ほ
こ
：
^

^

^
起̂
0
.
:
た
-
2
肝̂
要
&
#:
;
化
:;
>
即
ち
«

»
^
^
_
くコ：：

シ
ヴ
ェ
1

ャ
.丨
及
び
連
續
坐
產
形
^

の
採
^

を
.
''
§

レ
，
 

て
ゐ
る
o) 

, 
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.

卩

最

後

に

、”第
四

の
':
,
>ー.現
在
0
時

期

は

電
_
機

と

製

造

設

備

の

：
結

合

の

增

進

：
に

俅

'.
0
:
:て;'
>
;
;
眞

：
の

意

味

に

於

け

.る
電
^
!
^
|
|
^

の
.
創

造

に

依
 

ジ

泊

特

徵

汶

：げ

兹
2>
マ

®
動

機

は

ル

は

：
や

そ

：
れ

が

勑

力

を

供

給

す

る

製

造

機

械

呢

關

し

て

.
ぼ

肩

外

者

で

务

れ

は

機

械

か

諸
 

部

分

ぬ

入

込̂
'̂
电

の
-不

可

分

め̂
部

右

な^

雛̂

造

上

爸

れ

と

綺

合

し

.、
，̂

と̂

生

產

諸

過

程

赶

の

特

性

^

直

接

影

響

を

與

べ

て

ね
 

る

。
-か
く V

.、

金

坐

產

過

程

は

謂

は

V
電

動

機

の

，
機

能

と

な

る

：0
，
.
:
：
;
.

あ
る
滞
•業
は
他
の
も
の
に
比
し
て
遙
か
に
後
れ
て
ゐ
る
。

し
か
し
こ
れ
等
か
產
業
は
總
て
急
速
に
藤
業
電
化
の
亦
呼
に
動
き
づ 

、
あ

ぎ
'.
:u
o-
;

_業
電
化S

部產過衡を化し

\
.
;
衝
衝
的
^'
レ
^'
め
、
丘

つ

尤«:
坐
產
を
靡
敷
せ1>
^
る
^

換
部
分6

生
避
を
含
み
、
そ
し
て
そ
れ
は
大
な
る

^

^
さ
.を
持
つ
檩
準

&-
卷
を
敵
提
：g

ず
る
も
の
で

.あ
か
、
そ
'の
公
差
は
材
料
の
，等
質 

を
意
味
す
る
。
ご
れ
等
の
諸
條
仲
は
電
化
に
依
つ
で
が
み
完
塋
に
滿
ざ
れ
得
厶
釔

(0
'
で
あ
る
。

,，パ
'ヾ
，パ
ノ
：
'

.

.
;

こ
：か
丸1 :
-

坐
_

の
现
亂̂

龙
1 :

漱
賢
| :
-
.ず
腺
に
^ ^

ふ
市
場
の
存
想
を
數
求
ず
る
。
マ
1 ]
;

.

か

も

電

办

晚

代

'は

芷

运 

で
は
吸
收
さ
れ
得
な
い
大
貴
の
也
龆
«

を一

國
は
素
上
り
全
世
坭
に
供
給
す
る
。
か
く
て
ポ
ラ
コ
ヴ
は
次
ぎ
の
如
く
述
べ
て

.

ゐ
る
。

「

か 

く
じ
て
馏
ヵ
時
代
は
、
そ
の
最
奴
革
命
的
な
結
粜
に
於
い
て
、
吾
々
を
し
て
制
限
せ
ら
れ
た
分
配

.

ど
消
费
の
柬
縛
か
らM.

民
經
濟
ど
國 

際
經
濟
と
.

を
解
放
す
る
と
と
の
必
要
に
當
面
せ
し
め
る
に
至
つ
て
ゐ
る
。
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と
。
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產
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行

は
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矣

則

機

械

時

代
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#

い

て
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は
？

生

產

の

.

太

小

：
は

主

と

レ

^

た
。
し
扒
し
機
械
の
出
現
比
^
<間Q:

勞
働
ぞ
强
度
截_
?>
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為
f
 

V
4
.
が
擞
槭
屿
依
つ
で
斲®;
^
€
^
れ
た
人
間
の
努
働
は
紀
は
ゃ
長
時 

間

の
繼
續
烬
坐_

_
ゅ
不
蔸
脱
ゼ
於
を0

^
處
で
撒
敗
晻§
仏
發
既
爾
ー
ブ
方
め
於^:
ち
ば
概
加
抬
勞
働
時
間
を
短
縮
し
た
が
、
他
方
に 

於
い
„

益
*勞
働
を
强
度
化
し
た.0 

■

そ
れ
許
り
で‘は
な
ぐ
、
從
前
め
，勞
働
の
熟
練
は
人
間
か
ら
：機
械
の
手
へ
移
さ
れ

-'
>
#
'齡
は
特
種
.化 

さ
,̂
、
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'
¥
純
化
さ
れ
、
繰
返
し
作
業
に
依
る
眾
調
の
度
ば
加
は
た
；
人
間

.ば
機
械
の
單
な
る
节
に
變
り
、

.勞
働
若
は
經
徵
內
、に
集
團
化 

さ
れ
、

一
切
の
生
糜
說
粛
は
經
營
管
理
背

(O
'
手
に
^:
さ
れ
た
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じ
ル
等
ル
新
し
い
經
濟
關
係
を
創
り
出
し
、
更

.ら
に
そ
の
上
に
新
社# 

：

藍

を

創

り

出

し
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.そ
1>
で
機
餅
時
代
ー
の
进
產
ヵ
：

0
樣
進
ぼ
機
機
の
財
現
ど
と

〗

の
_
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し
た
社
會
的
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的

諸

條

#
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結
合
规
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意
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裏
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勞
働
の
能
率
、
强
度
、
虫
產
カ
、等
の
概
念
は
赀
通
に
ば
最
も
不
凝
確
に
他
仙
せ
ら
れ
て
ゐ

A
か
、
私
ラ
^
ゥ
は
乾
働
能
率
と
勞
働
强
度

ど
‘の
ニ
舰
念
を
區
別
し
、
出
つ
こ
れ
を
彼
の
議
論
の
笟
賢
な
勘
礎
た
ら
し
奴
て
か
る
。
そ
し
て
彼
に
從
へ
ば
そ

‘の
區
別
は
次
ぎ
ゆ
如<:
で
あ
る
。

/ 

•
能
率
と
は
努
力
に
對
す
る
結
采
办&
分
あ
る
。
同1

の
飲
力
に
，對
し
て
铪
果
が
ょ
り
穴̂

る̂

か

、

結
乾
に
：對

^

て
鲚
ガ
が
把
ヶ
小
ぃ

セ

あ

る

和

办

場

命

に

哼

猶

备

取

は

如

髮

货

紀

^

”節
お
巧
戀
ぞ
汍
イ+戀

陳

ず

ゆ

贫

犯

齡

免

ふ
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'
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歟
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邊
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歡
約
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械i.

备
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歟8
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X!
、
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機

秘

s
つ 

て
ゐ
る
。
そ
れ
は
兎
も
慇
彼
の
意
見
に.從
へ
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勞
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强
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率
增
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い
。
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'b:
か
し
镏
カ
時
代
の
到
：來
ゆ
旣
ぬ
異
つ

^:
事
情
を
伴
つ
セ
ゐ
る0
:即
ぢ
勞
働
者
の
生
產
に
支
出
す
る
肉
體
的

K

ネ
ル
ギ
ー
は
新
し
い 

I4
>
^
C
M
#

)

t
代

^:
れ
、.
.彼
等
ひ
熟
繳
は
機
械
の
庀
確
度
に
代
^
^
、

，そ
し

て

彼

等

お

比

：擞_
と

麻

励i

肋
に
齓 

ず
を
拢
術
家
办

敗
！：；：

的
細
識
とt
る
か.：
、如
ぐ
で®
力
.
#
沢̂
耍
漱
す
る
勞
她
款
か
衡
霞
.ぬ
_
舣

ざ

な

注

象

と.1
1
-
£
酿
纪
細
覺
と
贩
か
な
於.
 

應
と
觅
^
に
1
薇
的
細
協
同$
と
で
.あ
.る
0「

撳
氤
す
队
ぬ
卜.注
載
办
と
餘̂

-
般
知
脑
_

露

氣

ガ

、
動
齡
故
べ
ふ
霞
.
咖
輪
質
が 

潘
働
若
ぬ
龀
パ
で
要
求
せ
纪
作
令
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_

:

^

_
歎
&
上
叹
_
廳
,
桃
の/1
1
'撕
_

_

_の
«:
膨
な
る
監
視
と
い
ふ
役
割
丈
け
を
勞
働
#

に 

淺
オ
加
ら
で‘
み
'
.ぞ
U
て
蓝
U
在
の
阶
铢
ね
於
い
て
欠
か
る
所
が
あ
れ
ば
、
、̂

^
比
ん
叙
ど
物
質
夂
の
妒
歡
と

^
乾
ど
^

^
き
敗
す
。
.

®

九
&
忙
(0
,
:勞
働
荔
於
常
化
の.新

技

術

£

^

故

を

運

/|
]
:す
る
ど
'と
は
^
犯
ぬ
彼
響
叫
齋
働
が5
1
:然
法
則
5 ,
致
ぼ
で
牌
1)
:
'、
达
大
於 

る
#
然
カ
が
鼠
に
彼
驗
の
揿
配
下
に
あ
ん̂
と
ゎ
意
味
ゃ
旮
9,
-
.ぞ
3
で
咖
餘
如
比
も
樣
ゃ
勞
麵#
版
.欺
粑
在
»

»
ば
|
>ぉ
3

て
.ゅ
苻
在

で
は
&
<:
:
',
>
-
.
^
鄉
ぁ
：.る
人
ひ「

他
人
'の
蘇
す
所0
も
.の
.は
總
で
こ
れ
を
爆1>
.
#る」

敫
宵
ぁ
る
ん
と.し
て
の
，薇
法I

藤
に
せ
ら
れ
る6 

か
ぐ
じ
：て

雾

時

代

と

：そ
ぬ
新
生
產
ガ
法
と
が
產
業
上
め
勞
働
者
砭
地
置
：を
變
革
ず
み

6
が
'じ
：か

を「

明
和
に
、
、
現.
(0
.過
渡
期
出̂
 

^
て
は
フ
&
泠
ご
去
は
社
會
的
謹
係
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興
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產
軼
序
に
適
合
す
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時
に
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現
せ
ら
れ
ふ
に
至
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た
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，•機
械
時
代
以
前
に
於
い
て
は
坐
產
を
增
大
す
る
た
め
に
は
ょ
り
多
く
以
時
間
の
勞
働
を
費
さ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
そ
し
て
機
^
時

代
^
機

械

は

農

化

也

ら

れ

る

こ

と
.に
依
つ
で
も
ゅ
ゃ
勞
働0强
：度
化
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必
要
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：す
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來

の

意

味

に
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も
は
療
#

«
1.
な
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;
-な
る
9
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ば
ぐ
電
ヵ
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時
代
^
機
械
^

/
過
未
咚
ぞ
机
後
坊
し
セ
異
霞
的
啟
撕

»
を

賺

求

石
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し
か
.じ
電
ガ
時
代
の
撒
槭
が
ょ
I)
.多
ぐ
の
勞
働
赛
をi

に
陷
ら
レ
め
，る
可
能
性
ば
明
由
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
办
問
題
校
對
尤
る
解
：
 

決
は
勞
鳅
時
問
ひ
軍
だ
る
滅
少
、
錄
へ
ば
一
人
、一
年
の
勞
働
時
間
ー
ー

.、
肌
：〇
〇
時^.
か
ら
六
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